
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 4 月 8 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究代表者の専門分野：文化人類学 

科研費の分科・細目：文化人類学・民俗学 

キーワード：開発研究、実践、地域づくり、アクター 

 
１．研究計画の概要 

開発論および地域おこしの文献、筑波山麓

地域の自然、歴史、文化、行政プロジェクト

に関する資料のデータベースを作成する。 

筑波山麓地域という空間をノーマン・ロン

グのいうソーシャル・フィールド（社会的な

場）と捉えた場合、小田、北條、筑波、臼井、

神郡、平沢など各地区は、その下位空間を構

成するドメイン（空間領域）とされるが、実

際にはソーシャル・フィールドとドメインは

単純な階層構造ではないため、行政が設定す

る筑波山麓地域（旧筑波村）と各地区との関

係性を見極め、地域づくりのアクターを特定

し、アクター間の交渉過程を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

大学および大学院での「野外調査法」の実

習を通じて、筑波山麓地域におけるさまざま

なインフォーマントへの聞き取り調査を指

導・実施し、聞き取り調査の報告を整理した。     

生態や伝承、生業、社会構造や世界観、個

人の生活史、行政の関わり方などの全般的な

調査のほか、生成しつつある地域おこしの運

動に対する意識調査を実施した。 

とくに小田、北條、筑波、平沢、筑波地区

を集中調査し、その地区の視点から捉えた筑

波山麓地域像を明らかにした。 

また、地域おこしのリーダーなどのキー・

パーソンにインタビューを試み、アクターと

しての総合的把握とそれらアクター間の関

係性を明らかにしてきた。 

３.現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

資料のデータベース化も進展し、フィール

ドワークの成果も報告書としてまとめてい

る。 

 

４．今後の研究の推進方策 

データベースに関しては、対象および地域

を広げることによって更なるデータの蓄積

を行い、データベースの更新を行う必要があ

る。さらに、従来の調査データから地域の現

状分析を行い、今後の地域活性化に連なる展

望を示してゆく。 
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